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開発予定地の里山

環
境
省
が
「
里
地
里
山
保
全
再

生
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
選
定
し

た
全
国
4
カ
所
の
う
ち
の
一
つ
、

神
奈
川
県
幸
野
市
の
渋
沢
丘
陵

が
、
巨
大
霊
園
の
開
発
で
壊
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
モ
住
民
ら
は

「
生
き
物
の
命
あ
ふ
れ
る
室
山
を

未
来
世
代
に
残
し
た
い
」
と
開
発

反
対
の
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

神
奈
川
・
下
元
怜
実
記
者

の
人
が
気
軽
に
訪
れ
る
皇

山
で
す
。
ま
た
、
準
絶
滅

危
倶
種
の
国
チ
ョ
ウ
・
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
が
ま
と
ま
っ

て
繁
殖
す
る
貴
重
な
場
所

です。
「
渋
沢
丘
陵
を
考
え
る

会
」
は
毎
月
、
自
然
観
察

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
3

月
9
日
、
「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

l
を
守
ろ
う
」
「
巨
大
霊
園
は

い
ら
な
い
」
な
ど
の
ゼ
ッ

ケ
ン
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

に
つ
け
セ
人
た
ち
が
集
ま

り
ハ
渋
沢
丘
陵
を
歩
き
ま

し
た
ご
」
の
日
は
、
市
内

だ
け
で
な
く
、
横
浜
、
小

田
原
、
大
和
、
逗
子
の
4

市
や
棄
京
都
江
戸
川
区
、

八
王
子
市
か
ら
1
4
人
が
参

罪
し
ま
し
た
。

一
団
を
先
導
す
る
日
置

乃
武
子
さ
ん
（
7
7
）
が
落

ち
葉
の
積
も
っ
た
尾
根
道

で
定
を
止
め
、
「
霊
園
の

開
発
計
画
で
は
、
こ
の
尾

根
が
切
り
崩
さ
れ
、
そ
の

土
で
谷
を
埋
め
る
部
画
で

す
」
と
説
明
。
■
足
元
の
落

ち
葉
を
そ
っ
と
か
書
分
け

る
と
、
環
境
省
が
準
絶
滅

危
惧
踵
に
指
定
す
る
穂
粉

「
オ
ト
メ
ア
オ
イ
」
が
顔

を
出
し
ま
し
た
。

環
境
省
の
モ
デ
ル
事
業

実
施
地
域
と
な
っ
た
渋
沢

丘
陵
を
保
苧
再
生
し
よ

う
と
、
住
民
、
N
P
O
（
非

営
利
組
織
）
、
専
門
濠
ら
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
動
し

て
い
ま
す
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
計

画
は
、
公
益
財
団
法
人
「
相

撲
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」

が
、
こ
の
丘
陵
の
八
国
見

山
南
面
約
2
0
診
（
東
京
ド

・
渋
沢
丘
陵

ー
ム
の
4
・
3
倍
）
に
、
1

万
5
0
0
0
区
画
の
巨
大

霊
園
を
建
設
す
る
と
い
う

も
の
。
標
高
差
1
0
0
㍍
、

3
0
～
3
5
度
の
傾
斜
地
を
削

り
、
沢
の
源
流
部
分
を
埋

め
立
て
て
造
成
し
ま
す
。

今
回
の
計
画
が
市
に
提

出
さ
れ
た
の
は
、
2
0
1

2
年
3
月
で
し
た
。
住
民

団
体
や
N
P
O
法
人
神
奈

川
県
自
然
保
蕃
協
会
、
日

本
野
鳥
の
会
神
奈
川
支
部

な
ど
は
、
開
発
を
見
直
す

よ
う
求
め
る
要
望
書
を
市

な
ど
に
提
出
。
■
同
年
6
月

の
市
議
会
で
は
、
日
本
共

産
党
市
議
団
の
露
木
順
三

団
長
が
質
問
に
立
ち
、
計

画
地
と
そ
Ⅵ
周
辺
に
は
オ

オ
タ
カ
、
ノ
ス
リ
、
ハ
チ
ク

マ
な
ど
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

る
猛
禽
（
も
う
き
ん
）
類
の

繁
殖
や
飛
し
ょ
う
が
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
て
、
開
発
を
認
め

な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

同
年
8
月
に
は
4
市
民

団
体
が
、
開
発
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
署
名
5
0

6
7
人
分
を
古
谷
義
幸
市

長
に
提
出
し
ま
し
た
。

計
画
中
止
へ
■

共
産
党
奮
闘

同
年
1
2
月
の
市
議
会
で

は
、
産
米
議
員
が
、
市
民

か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
る

こ
と
か
ら
「
計
画
地
の
購

入
を
」
と
迫
り
ま
し
た
が
、

古
谷
市
長
は
「
市
が
買
い

上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
選

択
の
余
地
は
持
っ
て
い
な

い
」
と
答
弁
。
一
計
画
見
直

し
を
求
め
る
陳
情
は
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た。
計
画
は
1
4
年
3
月
、
森

林
法
に
も
と
づ
く
県
の
開

発
許
可
が
下
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
事
業
者
か
ら
許

可
申
請
が
出
れ
ば
、
市
で

審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市
は
今
年
3
月
、
国
の

生
物
多
様
性
地
域
連
携
促

進
法
（
1
1
年
1
0
月
施
行
）

に
も
と
づ
き
「
棄
野
市
生

物
多
様
性
地
域
連
携
保
全

活
動
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
そ
の
「
基
本
的
な
考

え
方
」
の
中
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
け
の
保
全
・
再

生
活
動
に
限
界
が
感
じ
ら

れ
て
き
た
と
提
起
。
そ
う

し
た
課
題
克
服
の
た
め
、

生
活
様
式
を
考
え
、
実
践

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指

摘
し
「
里
地
里
山
を
取
り

入
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
秦
野
の
魅
力
で
あ
り
、

秦
野
の
『
売
り
』
と
し
て

誇
れ
る
よ
う
な
価
値
観
を

創
造
し
て
い
き
ま
す
」
と

う
た
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
市
は
巨
大
霊
園
開
発

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
姿
勢

を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

日
置
さ
ん
は
訴
え
ま

す
。
「
渋
沢
丘
陵
は
、
海
と

山
を
つ
な
ぐ
大
磯
丘
陵
に

広
が
る
五
大
緑
地
の
一
つ

で
、
開
発
予
定
の
場
所
は

そ
の
心
臓
部
に
当
た
り
ま

す
。
こ
の
地
域
の
自
然
を

囁
す
こ
と
は
、
住
民
は
音

う
に
及
ば
ず
、
県
や
市
に

と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で

す
。
開
発
し
な
い
で
ほ
し

い」
惑
木
議
員
は
「
反
対
の

声
を
上
げ
て
た
た
か
う
住

民
の
方
た
ち
と
力
を
合
わ

せ
て
、
議
会
で
追
及
し
、

何
と
し
て
も
計
画
を
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
た
い
」
と
苦
り

ます。


